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一出

大正8年8月29日

伊藤森右衛門名誉教授略歴

生一

伊藤森右衛門 ・タイ夫妻の長男として,北 海道小樽市色内セこ生

まれる。幼名,森 之介。

一学歴 ・職歴一

昭和7年3月31日

昭和12年3月31日

昭和15年3月31日

昭和17年9月30日

昭和17年10月1日

昭和20年11月30日

昭 和2〔}年12月28日

昭和23年9月1日

昭和25年4月1日

昭和27年4月1日

昭和35年4月1目

昭和37年3月31日

昭和39年7月1日 、

'昭 和43年4月1日

昭和51年3月1日

昭和55年2月29日

昭和55年3月17日

昭和55年4月1目

小樽市立稲穂尋常小学校を卒業する。

北海道庁立小樽商業学校を卒業する。

小樽高等商業学校を卒業する。 ・

神戸商業大学を卒業する。

臨時召集により入隊する。

召集を解除される(北 部軍管区司令部附主計中尉のとき)。

北陽工業株式会社監査役となる。 『.

札幌文化専門学院助教授に任ぜられる。

札幌短期大学助教授に任ぜられる。

北海道学芸大学助教授に任ぜられる。
'

小樽商科大学助教授に任ぜ られる。

「経営者 リーダーシ ップ論」の研究により経済学博士の学位を

授与される(北 海道大学)。

小樽商科大学教授に任ぜられる。

小樽商科大学学生部長に併任される(任 期は昭和44年6月10日

まで)。

小樽商科大学学長に任ぜ られる。,

小樽商科大学学長を任期満了のため退職する。

小樽商科大学名誉教授の称号を授与され る。

静修短期大学学長に任ぜられる。

一在外研究 ・外遊一

昭和39年8月9日

昭和41年1月30日

イ ギ リス,オ ラソ ダ,ス イ ス,イ タ リア,西 ドイ ツ,フ ラン ス

ア メ リカ合 衆 国へ 出張 す る(昭 和39年10月1日 帰 国)。

イ ン ドへ 出 張 す る(昭 和42年2月13目 帰 国)。

L
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昭和43年12月2日

昭和45年7月30日

昭和46年3月1日

昭和47年5月7日

暗和47年9月16日

昭和48年7月7日

昭和49年1別2日

昭和49年6月29日

昭和50年8月2日

商 学 討 究 第31巻 第3・4号

ヴ ェ トナ ム共 和 国,フ ィ リピン,中 華 民 国へ 出張す る(昭 和43

年12月25日 帰 国)。

文 部 省在 外 研 究 員 と して タイ,イ ラソ,フ ラ ンス,オ ラン ダ,

イ ギ リス,ア メ リカ合 衆国 へ 出張す る(昭 和45年11月13日 帰 国)。

ア メ リカ合 衆 国 ハ ワイ州 ホ ノル ル市 東 西 セ ン タ ー専 門 研 究 員 と

毛 て出張 す る(昭 和46年9月1日 帰 国)。

ア メ リ カ合 衆 国 へ 出張 す る(昭 和47年5月18日 帰 国)。

イ ギ リス,ス ウ ェ ーデ ソ,西 ドイ ツ,フ ラン ス,オ ラ ン ダ,ス

イ ス,デ ン マ ー ク,ア メ リカ合 衆 国へ 出張 す る(昭 和47年10月

3日 帰 国)。

西 ドイ ツ,フ ラン ス,イ ギ リス,オ ラ ソ ダ,ス ウェ ーデ ン,デ

ンマ ー ク,ス ペ イ ン,イ タ リア,オ ース トリアへ 出張 す る(昭

和48年8月5日 帰 国)。

ア メ リカ合衆 国 へ 出張 す る(昭 和49年1月17日 帰 国)。

西 ドイ ッ,ス イ ス,フ ラン ス,オ ラン ダ,ス ウ ェ ーデ ン,デ ン

マ ー ク,カ ナ ダ,ア メ リカ合 衆 国 へ 出張 す る(昭 和49年7月31

日帰 国)。

香 港,フ ィ リピ ンへ 出張 す る(昭 和50年8月14日 帰 国)。

_公 的活動一

昭和24年9月1日

昭和34年6月1日

昭和34年10月1日

昭和37年7月1日

昭和5〔】年8月1日

一家

昭和24年6月15日

昭和25年10月6日

北海道道民所得調査委員会委員に任ぜ られる(現 在にいたる)。

北海道労働基準局北海道地方最低賃金審議会委員に任ぜられる

(現在にいたる)。

北海道総合開発委員会委員に任ぜられ る(現 在にいたる)。

北海道地方労働委員会公益委員に任ぜられる(任 期は昭和43年

6月30日 ま℃)。

北海道開発審議会特別委員に任ぜ られる(任 期は昭和53年7月

31日 まで)。

族一

白土誠太郎氏長女,博 子と結婚する。

長男,隆 敏誕生する(現 ミネソタ大学経済学部助教授)。
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伊藤森右衛門名誉教授著作目録

1著 書

一北海道経済に関するもの一

『合板工業の労働生産性』(共 著)北 海道立労働研究所 昭和33年Q

『北海道産業構造の分析』(共 著)日 本評論新社 昭和35年a月 。
㌦

『技術革新 と雇用問題』北海道労働部 昭和37年1月 。 ・

『北海道経済100年 』(共 著)北 海タイムス社 昭和42年 。

『北海道産業構造論』北海道新聞社 昭和45年 。

一経営学に関す るもの一

『科学的経営管理の史的展開(そ の1)一 管理的思考の発展とテイラーシステム』北

海道経営研究会 昭和26年 。

『至ップマネジメント概説』北海道経営研究会(照 和32年)。

r経営老 リーダーシップ論』評論社 昭和37年9月 。

『トップ・マネジメソ ト・リーダーシップ論』税務経理協会 昭和43年 。

r経営 リーダーシップ論』丸善 昭和45年 。

H翻 訳 書

ウオルター・ゲール ソン著 『米 ソ産業労働生産性の比較』(共 訳)日 本評論獅社

日召禾032年10月o

ダグラス ・C・ ベーシル著 『リーダーシップの理論と実践』丸善 昭和49年 。

皿 論 文

「俗人芭蕉」 『LITERATURE』1巻2号(昭 和24年)。

「北海道地域経済構造論(1×2)」『技術と社会』3巻4号,5号 北海道科学技術聯盟

(昭和24年)。

「経営と人間関係」 『プロメチュウス』(札 幌短大)2号(昭 和25年)。

「企業者から経営者ヘー 国民経済視点と経営経済的視点」 『商経論叢』(札 幌短大)

2巻2号
、(昭和25年)。

「経営と職場天気一 続 経営における人間関係」 『経営論集』(札 幌短大)・



324 商 学 討 究 第31巻 第3・4号

(昭和25年)。

「『軽み」えの展開」 『あしかび』13巻5号(昭 和25年)。

「経営に於ける人間関係一 アメリカ経営管理の主題一 」 『北海道労働経済』2巻

4号(昭 和26年)。

「賄 と肺 馳 界」rLITERATURE』 ・巻 ・号(昭 和26年)・'

「株式会社経営機構論の補講として一 」(昭 和27年)。

「取締役会 と経営機構」 『プロメチュウス』3号(昭 和27年)。

「経営考論の特殊問題」 『経営論集』2巻2号(昭 和27年)。

「東南アジアの経済開発一 コロンボ計画とセイロン」 『技術と社会』6巻4号(昭

和27年)。

「人事管理 と組織原則(1×2)」r北海道労働委員会月報』2巻11号,12号 北海道労働委

員会事務局(昭 和28年)。

「経営学の性格とプラグマティズム」 日本経営学会編 『近代経営と経営財務』ダイヤ

モン ド社(昭 和28年)。

「菅理組織 と経営規模」 『商経論叢』3号(昭 和28年)。

「北海道に声ける階層分化の形態 と貧困の類型一 都市之部(函 館市)」 北 海道総合

開発事務局(昭 和28年)。

「帯広市を中心 とする十勝地域工業の立地条件に関する分析」十勝総合開発期成会。

「経営計画と其の樹享過程一 経営計画論序説一 」 『経営論集』3巻3号(昭 和29

年)。

「労使協調の論理と非論理」北海道地方労働委員会事務局(昭 和29年)。

「北海道における建設業経営の実態」北海道科学技術聯盟(昭 和29年)。

「企業の期待構成と投資の限界」 『経営論集』4巻1号(昭 和30年)。

「十勝地域の産業構造一 その現状と将来の発展性一 第2篇 工業の立地条件に関

する分析」十勝総合開発促進期成会(昭 和30年)。

「大企業における 『経営者』一 続 『経営者論の特殊問題』 『経営論集』5巻 ユ号

(昭和3L年)。'

「管理組織におけるセントラリゼーシ ョンとデセントラリゼーション」 『札幌短期大

学論集』2号(昭 和31年)。
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「構 造政策としての道開発」 『総合開発』26号 北海道開発協議会(昭 和31年)。

,「北海道開発の問題点」r北 海道経済同友会会報』45号(昭 和31年)。

「ビジネろ ・リーダーシップの具体的内容と最高経営者の資格」 『PR』8巻1号

(昭和32年)。

「経営組織 における委員会制度の利用と其の問題点」『経営論集』6号(昭 和32年)。

「札幌市における産業振興対策 と都市計画」 『さっぽろ経済』32号 札幌商工会議所

(昭ラドロ32年)o

「北海道産業構造の特質とその問題点」鹿島守之助編 『北海道総合開発の問題点』ダ

イヤモン ド社(昭 和33年)。 、

「道開発の経済効果は如何に評価するか」 『北海評論』9月 特別号 北海評論社

(昭和33年)。,

「道経済の発展要因と阻害要因」 『北海評論』新年号(昭 和34年)。

「地域計画の方法論とその展開」 『総合開発』新年号(昭 和34年)。

へ

「組織化とモチベーション」 『PR』10巻2号(昭 和34年)。 ・

「経営におけるフォーマル組織 とインフォーマル組織」 『経営組織』日本マネジメン

トスクール。

「将来における道経済の規模と道外向輸送量の規定」北海道総合開発企画本部

(昭和34年)。`

「道民所得の分析と評価」 『マーケティングと広告』8号 電通(昭 和34年)。

「北海道総合開発の経営学的考察」日本経営学会編r日 本の経営』ダイヤモン ド社

(昭和35年)。

「昭和35年r道 経済白書』の問題意識と分析の評価」 『北海評論』5月 号(昭 和35

年)。

「総合開発と道罠の購売力」r広 告研究一 昭和35年 版一 』電通(昭 和35年)。

「トップ ・マネジメン トの権威と伝達」 『マネジメン ト』19巻7号(昭 和35年)。

「中小企業の経営的特質と労務管理の問題点」 『北海労働』184号 北海道労働部

(昭和35年)。

「総合開発のなかの農業問題」 『北方農業』北海道農業聯盟会議(昭 和35年)。

「官庁におけ るマネジメソ トの在 り方一 官庁経営管理論 く概説)一 」釧路市
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(昭和35年)。'

「経営者 リーダーシップ論(序 説)(1)～(W)」 『商学討究』11巻2～4号,12巻4

号,14巻2号(昭 和35年 ～38年)。

「ドラッカーの企業観と労資関係」 『税経セ ミナー』(昭 和36年)。

「北海道におけるマーケティソグの特性と市場開発の問題」 『マーケット北海道』

13号(昭 和36年)Q

「経営組織とリーダーシップ」r小 樽商科大学創立50周 年記念論文集』(昭 和36年)。

「明日の経営 リーダーシップの問題」 『箏務ζ経営』5月 臨時増刊号(昭 和37年)。

「商法 と長期計画」 『産業経理』22巻7号(昭 和37年)。

「組織の経営学的考察とその課題」 『商学討究』13巻3号(昭 和37年 ンー。

「経営 リーダーシ ップめ類型と参加」 『IndustrialMarketing』9月 号(昭 和37年)。

ノ

「産業立地と交通問題(1)～(の 」 『北海道交通研究会会報』101号 ～104号 北海道交

通研究会(昭 和37年)。

「貿易の自由化と北海道産業一 石炭企業《長期計画とその吟味」日本経営学会編

『貿易の自由化と経営学の諸問題』ダイヤモン ド社`(昭 和37年)。

「卸小売商業はどうなるのか」 『さっぽろ経済』75号 札幌商工会議所(昭 和38年)。

「意思決定とリーダーシップ」 『税経通信』18巻4号(昭 和38年)。

「新商法規則と損益計算書」 『産業経理』23巻11号(昭 和38年)。

「経営学における組織論の課題」.日本経営学会編 『経営学における組織論の展開 ・役

割 ・地位』ダイヤモソ ド社(昭 和38年)。 ,。

「工業開発と地域市場の構造」 『商学討究』15巻3号(昭 和39年)。

「書評:彦 ヨージ ・ゴイダー著喜多了裕訳 『第三の企業体制』」 『商学討究』15巻1号

(昭和39年)。

「ゼネラル ・スタッフ概説」生産性北海道地方本部(昭 和39年)。

[中小企業と労務管理(1×2)」『さっぽろ経済』86号,'88号 札幌商工会議所(昭 和40年)。

「網走市民所得総推計結果の分析と評価」網走市企画室(昭 和40年)。

「中小企業における労働関係の近代化」r中 経協』55号 中小企業経営者協会

(昭和40年)。

「長期計画の策定と実施」生産性北海道地方本部(昭 和40年)。

「地域開発診断一 石狩町」 『北海評論』秋季増大号(昭 和40年)。
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「イシフレ傾向における三つの 『経営錯覚』」 『産業経理』26巻3号(昭 和41年)。

「トップ ・マネジメン トリーダーシップ論序説」『商学討究』16巻4号(昭 和41年)。

「イソ ドにおける中小工業開発」 『商学討究』17巻1号(昭 和41年)。

「北海道における工業開発の意義とその方向」 『かいはつ』'67年冬期号 北海道開発

問題研究調査会(昭 和42年)。

「トップ ・マネージメントと官僚化」 『商学討究』17巻3号(昭 和42年)。

「地域開発診断一 苫小牧市」 『北海評論』新春特大号(昭 和42年)。

,「地域開発と公害」北海道企画部公害課(昭 和42年)。

「北海道100年 を再評価す る一 自然 ・経済 ・人間」 『北海道自治』北海道地方課

(昭和43年)。

「北海道開発の長期展望への期待と反省」 『北方農業』1月 号 北海道農業聯盟会議

(昭和43年)。

「r管 理原則論批判』への琳判」 『商学討究』.18巻3号(昭 和43年)。

「砂地から躍り出た苫小牧港」 『北海評論』(昭 和43年)

「A.Rス ローンJr.『GMと ともに』(文 献紹介)」 『商学討究』(昭 和43年)。

"TheStagesofEconomicGrowthandtheConsciousnessoftheInhabita・

nts"∠4PO(Dゴss¢ 〃z伽σ'ゴo%o/Kπoω 」2496Sθ7.ハ1b●23)AsiaProductivity

Organization(昭 和43年)。

「北海道開発 と経営政策」北海道生産性本部1昭 和43年)。

「不当労働行為へのヒューマン ・リレーションズアプローチー 労使関係の心理的成

長過程一 」r地 方労委月報』Feb.25北 海道地方労働委員会(昭 和43年)。

「北海道内における地域別経済指標の推定一 道内地域別の経済成長と輸送需要の推

定一 」北海道開発局(昭 和43年)。

「室蘭市民所得の分析と評価」室蘭市企画部(昭 和43年)。

「管理型 リーダーシップと創造型 リーダーシップ(1)～(皿)」 『商学討究』19巻2号,

4号,20巻1号(昭 和43～44年)。

「函館市都市診断一 函館市の懊悩と発展への模索」r北 海評論』(昭 和44年)。

「北海道産業溝造の分析(1)～⑫」 『どうしん』北海道新聞広告局(昭 和44年)。

「小樽市都市診断一 小樽市の老化現象と挽回策」 『北海評論』(昭 和44年)。

「開発途上国におけ る工業化と経営意識」 『A・P・0』(昭 和44年)。
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「ベトナム訪問雑記一 平和と経済は両立するか」 『北海道新聞』(昭 和44年)。

「北海道開発と人口溝造一 産業鱒造と年齢および性別構成一 」伊藤俊夫教授還暦
、

記 念事 業 会 編 『金酢 と経 済 め諸 問 題(伊 藤 俊 夫 教 授 還 暦記 念 論 文 集)』 中央 公 論

事業 出版(昭 和44年)'。

「地域 開 発診 断 一 小 樽 市 」 ・r北海 評 論 』 陽春 特 天 号
,(昭 和44年)』

「地 域 に おけ る長 期 計 画 策 定へ の提 言 」 『工 業 立 地 』8巻7号 日本工 業 立 地 セン タ

ー(貝 召禾044年)
o

「内外 緑 地 の経 営 戦略 」 『北 海 評 論 』(昭 和44年)。

「小樽 市 を 考 え る」 『北 海 道 新 聞 』(昭 和44年)。

「意 思 決 定 と リー ダ ー シ ップ 再 論」 『商 学 討究 』20巻3号(昭 和44年)。

「苫 小 版 ・鹿 島工 業 基 地 の経 営立 地 論的 比 較 」 『北 海 評 論 』春 季 号(昭 和45年)。

「青 函 トンネ ル は北 海 道 を こ う変 え る」 『マ ー ケテ ィン グ と広告 一70年 代 の広 告 展

望 』電 通(昭 和45年)。 一

「経 営診 断 の方 法 的 態 度」 『経 営 診 断協 会 報 』Mar.31経 営 診 断 協会(昭 和45年)。

"Cont
ributiontoEconomicGrowthinJapan",VanderbiltUniv.Oct.8

(昭 禾045年)。

"Si卑ilaritiesandDifferenごesofManagementbetweenBritainsandJapan

'
心ADiagnosticAnalysisofManag6nユent" ,TechnologyandDeve.

lopmentInstitute,East-WestCenter,HawaiiUniv.(昭 和45年)。

「地 域 開 発 と企 業 成 長 の類 型 」r経 済 論集 』(北 海 学 園大 学i)17巻3号(昭 和46年)。

「国 際 経 営 比較 の方 法 論 一 国際 経 営 比較 論 序説 一 」 『商学 討 究 』22巻2号,3号

(昭 和46年)。

"Socio -culturalFactorsinProduct至v三tyDynamics" ,TechnologyandDeve.

lop⑳entInstitute,East-WestCenter,HonoluIu.1961.(昭 和46年)。

"TheRoleofEntreRreneurshipinEcono血icDevglopment"
,Technology

andDevel・pm・ ・tI・ ・tit・t・・E・・t-W・ ・tCg・t・ ・潭 ・n・1・1・・1961・(昭 和46年)・

「マ ネ ジ メ ソ ト・ビヘ ビアの 国 際比 較 一 これ か らの経 営 戦略 の 方 向 と課 趨」 『経 済

の動 き 』北 海 道銀 行(昭 和46年)。

「地 域 開 発 と企 業 成 長 の類型 」 『経 済 論 集 』(北 海 学 園 大 学)17巻3号(昭 和46年)。

「日本 的 経営 モ デル と国 際比 較 一GeorgeW,Englandの 調査 モ デルを 中心 に」
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『企業会計』24巻1号(昭 和47年)。

「労務診断の範囲と体系」 『マネジメソ ト・ブリテン』経営診断協会(昭 和47年)。

「ハワイの経済と社会」(小 樽商科大学経済研究所研究部レポート)(昭 和47年)。

「トップ ・マネジメン ト・リーダーシップ再論」 『商学討究』23巻3号(昭 和47年)。

「創業者型 リーダーシップのr資 性論』と経営行動」『商学討究』23巻4号(昭 和48年)。

「ヨーロッパの港湾事情」北海道交通研究会(昭 和48年)。

「ヨーロッパ物流調査団報告書」北海道物流調査団(昭 和48年)。

「異質化社会の経営(書 評)」 『マネジメソトガイ ド』(昭 和48年)。

「経営行動の国際比較めモデルとその吟味」 『商学討究』24巻3号(昭 和48年)。

「リーダーシップ論研究の集大成と分類基準」 『商学討究』25巻1・2合 併号

(昭和49年)。'

「北海道開発の目標と課題」 『北東開発公庫月報』北東開発公庫調査部(昭 和49年)。

「北海道物流合理化の力向と課題」 『PDM』 日本物流管理協議会(昭 和49年)。

「北海道経済の将来と開発」 『北海道自治』北海道自治研修所(昭 和49年)。

「北海道の石炭産業の"見通し"とその問題点」 『公益事業時報』(昭 和49年)。

「北海道観光政策の長期 ビジョン」開発調整部企画調整係(昭 和49年)。

「ビジネス ・リーダーシップと社会的責任」r商 工にっぽん』日本商工振興会

(昭和49年)。

「広域国行政の目標と戦略的展開」 『北海道自治』 昭 和49年)。

「第6回 欧州鈎流調査団報告」.北海道物流調査団(昭 和50年)。

「労務管理概論」北海道経営研究会(昭 和50年)。,

「北海道における物流の現状 と将来計画」 『物流』9・10月 号 日本物流管理協議会

(昭和50年)。

「減速成長下の北海道経済」r北 方ジャーナル』(昭 和50年)。

「権限委譲 とリーダーシップ」 『た くぎん経営がいど』121号(昭 和51年)。

「管理組織とリーダーシップ」rた くぎん経営がいど』122号(昭 和51年)。

「意思決定とリーダーシップ」 『た くぎん経営がいど』123号(昭 和51年)。

「北海道総合開発の新計画に望むもの」 『かいはつ』M1北 海道開発問題調査会

(昭和51年)Q
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「地域開発効果のマクロとミクロー 北海道総合開発の回顧と展望一 課題は何か?

昌その開発戦略」 『かい砿
つ』漁4(昭 和51年)。

「r官 僚化』傾向とリーダーシップ」 『た くぎん経営がいど』124号(昭 和5£年)。

「人間関係とリーダーシップ」rた くぎん経営がいど』125号(昭 和52年)。

「非動機づけ惰況とリーダーシップ」 『た くぎん経営がいど』126号(昭 和52年)。

「苫東開発の 『経済効果』への3つ のアプローチ」rか いはつ』M7(昭 和52年)。

「21世紀 に向けての北海道開発」rか いはつ』晦8(昭 和52年)。

「北海道における人口動態と産業構造」

『伊藤俊夫教授古稀記念論文集』(昭 和52年)。

「自国本位の防衛論」r北 海道新聞』(昭 和53年)。

「八〇年代に向けての企業経営」(昭 和53年)。

「北海道と米中ソ関係」 『北海タイムス』(昭 和53年)。

「北海道における物流合理化」 『北海道物流』北海道物流合理化協議会(昭 和53年)。

「21世紀北海道展望と市町村」 『21世紀 の街づ くり』翫3北 海道開発問題研究調査会

(昭和54年)。

「北海道経済の優位 と劣位」 『北方ジャーナル』(昭 和54年)。

「北海道総合開発の経済効果」 『北海道広報』(昭 和54年)。

「20年の歩みをふ りかえって一 最低賃金法施行20周 年記念労働大臣表彰を受けるに

あたって一言」 『労働時報』11月 号 労働法令協会(昭 和54年)。

「八〇年代道開発に直言す る」r北 海ポス ト』11月25日 号(昭 和54年)。

「北海道における今後の雇用開発」 『かいはつ』M9(昭 和55年)。.

「これからの道内高等教育機関の整備 ・充実の基本方向」rか いはつ』Nα20

(昭和55年)。

「北海道開発のワキ役は誰か」r北 海ポス ト』(昭 和55年)。

「『地方の時代』と都市の役割」全国都市問題会議編r『 地方の時代』と都市の役割』

全国市長会(昭 和55年)。

「80年代道開発の主役は誰か」 『北海ポス ト』(昭 和55年)

「80年代北海道開発の課題」r北 海評論』(昭 和55年)。

「80年代北海道経済と其の対応」 『北海評論』(昭 和55年)。

「北海道開発の主要なワキ役」 『北海ポス ト』(昭 和55年)。
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W調 査 報 告

「北海道有林野事業経営実態調査報告書」北海道科学技術聯盟(昭 和28年)。

「道民個人支出推計結果」 『北海道統計』(昭 和28・29年)。

「本道製機工場におけ る挽割作業能率測定の試行調査」 『研究資料』15号 北海道立

劣働科学研究所(昭 和29年)。

「昭和27年 度道民個人支出推計結果報告」'(昭 和29年)。

「天北五山経営実態調査報告」日本炭鉱労働組合北海道地方本部q昭 和31年)。

「貧乏線の測定」 『北海道労働研究』8巻3号(昭 和32年)。

「江別市 産業振興調査報告書」江別市産業調査室(昭 和23年)。

「昭和30年 道民所得調査結果概要」北海道統計課(昭 和32年)。

「北海道におけ る資本形成に関する調査」北海道開発局開発計画課(昭 和34年)。

「北海道総合開発第一次五ケ年計画事楽の経済効果に関する調査」北海道総合開発企

画本部(昭 和34年)。'

「江別市 産業振興調査」江別市産業調査室(昭 和34年)。

「消費者物価指数作成上の問題」北海道企画部統計課(昭 和38年)。"

「北海道開発と農工連繋の問題」高瀬荘太郎編 『北海道開発に関す る経営学的研究』

日本学術振興会第108委 員会(昭 和38年)。

「石狩町 産業振興の基本構想(報 告書)」 石狩町(昭 和38年)。

「石狩町 町づ くり基本調査」石狩町(昭 和38年)。

「経営戦略 と農業経営」 『農業北海道』7月 号 北海道農業会議(昭 和39年)。

「網走市 地域商圏流動調査報告書」網走市企画室(昭 和40年)』

'「余
市町 開発診断結果報告書」余市町(昭 和40年)。

「伊達町 開発振興の基本購想」伊達町(昭 和40年)。

「虻田町 町づ くり基本調査」虻田町(昭 和40年)。

「首都圏性格をもつ札幌市民所得の構造」 『・マーケット北海道』26号(昭 和40年)。

「余市町 開発診断報告書」余市町(昭 和41年)。

「昭和39年 小樽市民所得調査報告書」小樽市(昭 和42年)。.

「虻田町 町づ くり基本調査」虻田町町づ くり審議会(昭 和42年)。

「虻田町 町づ くりの基本講想」虻田町町づ くり審議会(昭 和42年)。

「登別町 町づ くり基本調査」登別町(昭 和43年)。
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「登別町 総合計画報告書」登別町(昭 和44年)。

「室蘭市 総合計画基本調査」室蘭市(昭 和44年)。

「厚田村 開発診断結果報告書」厚田村(昭 和45年)。

「札幌市観光開発基本構想報告書」札幌市(昭 和48年)。

「札幌市商業近代化調査報告書」札幌市商工会議所(昭 和48年)。

「道・観光客入り込み数と消費額調査」北道道商工観光部(昭 和48年)。

「苫小牧市商業近代化調査報告書」苫小牧市商工会議所(昭 和49年)。

「釧路市商業近代化調査報告書」釧路市商工会議所(昭 和50年)。

「壮瞥町観光開発基本構想報告書」日本観光学会北海道支部(昭 和50年)

「小樽市 総合計画審議会報告」小樽市(昭 和51年)。

「南幌町総合開発の基本構想」(共 同研究)北 海道開発問題研究調査会(昭 和52年)。

「余市町観光開発基本構想報告書」日本観光学会北海道支部(昭 和53年)。

「檜山地域観光開発基本構想」日本観光学会北海道支部(昭 和53年)。

「広島町南里地区開発の基本方向」(共 同研究)北 海道開発問題研究調査会

(昭和53年)。

「二十一世紀北海道展望報告書」北海道(昭 和53年)。

(昭和55年11月30日現在)


